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○ 展示のねらい 

いちご新品種「とちあいか」は、早生性で病害に強く多収が望まれるため、普及推進に向け

た河内地方における栽培適応性を実証するとともに、作型の違いによる生産性・収益性を検証

する。 

展示内容 

普通夜冷育苗（８月 25日～９月５日処理） 

ポ ッ ト育苗（無処理） 

○ 主な成果 

・10ａ当たり収量は、普通夜冷育苗が 7,510㎏であったのに対し、ポット育苗は 7,012㎏で、

普通夜冷育苗が約 500㎏多収となった（表１）。 

・10ａ当たり販売金額も普通夜冷育苗が 984万円で、ポット育苗の 929万円よりも 55万円多

かった（表１）。 

・とちあいかのＢ品の発生率は、特に11月が26.8％で最も高かった。期間を通しての発生率

は10.9％であった（表２） 

表１ 月別収量（㎏/10ａ）と販売金額 

 

表２ とちあいかのＢ品発生率 

 

○ 今後の方向性 

・初期生育が旺盛になると先つまり果、先白果、先青果などの障害果の発生が多くなること

から、障害果の軽減化対策が必要である。 
 

 
 

いちご新品種「とちあいか」の夜冷処理における生産

性・収益性の検証 

要約 

普通夜冷育苗の 10ａ当たり収量は 7,510 ㎏/10ａで、ポット育苗の 7,012 ㎏より

も 7％多収となり、10ａ当たりの販売金額についてもポット育苗より 6％多かったこ

とから、生産性および収益性が認められた。 

実施機関 ： 河内農業振興事務所経営普及部   実施場所 ： 上三川町 

問合せ先 ： 栃木県農政部経営技術課技術指導班 TEL 028-623-2322  FAX 028-623-2315 


